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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2019年11月14日に提出した第152期第２四半期(自　2019年７月１日　至　2019年９月30日)四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがあったので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出

するものである。

 
２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　第２　事業の状況

　　　　２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

         (2）キャッシュ・フローの状況

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示している。

 
第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2) キャッシュ・フローの状況

 (訂正前)

 (省略)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期と比べ支出が33,358百万円(176.0％)増加し、

△52,311百万円となった。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出17,965百万円、連結の範囲

の変更を伴う子会社株式の取得による支出30,676百万円である。

 
 (訂正後)

 (省略)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期と比べ支出が33,358百万円(176.0％)増加し、

△52,311百万円となった。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出18,165百万円、連結の範囲

の変更を伴う子会社株式の取得による支出30,476百万円である。
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